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院外処方医薬品について 
 

平成 15 年 3 月 1 日新規登録薬品 

医薬品名（成分名） 規格・単位 薬品分類 会社名 

    
エイゾプト点眼液（ブリンゾラミド） 〔1%〕 5mL/本 眼圧下降剤 アルコン 

プレドネマ注腸（リン酸プレドニゾロンナトリウム） 20mg/60mL/本 潰瘍性大腸炎・限局性腸炎治療剤 日清キョーリン 
    

 

＊ブリンゾラミド Brinzolamide 
【商】エイゾプト Azopt アルコン 
外用：点眼剤 1% (5mL) 
【禁】本剤の成分に対して過敏症の既往歴のあ

る患者，重篤な腎障害のある患者 
【効】次の疾患で，他の緑内障治療薬が効果不

十分又は使用できない場合：緑内障，高眼圧症 
【用】1 回 1 滴，1 日 2 回点眼する。十分な効果

が得られない場合には 1 回 1 滴，1 日 3 回点眼す

ることができる。 
【副】霧視，眼瞼炎，乾燥感，異物感，充血，

眼脂，不快感，眼痛， 痒感，結膜炎，疲れ目，

眼瞼辺縁痂皮，角膜炎，角膜症，べとつき感，

流涙，角結膜炎，複視，下痢，口内乾燥，消化

不良，嘔気，脱毛，皮膚炎，蕁麻疹，味覚倒錯，

頭痛，鼻炎，胸部痛，めまい，呼吸困難，咽頭

炎，緊張亢進，腎疼痛 
【妊】未確立，有益のみ  
【授】未確立，授乳回避 
【未・新・乳・幼・小】未確立 
 
＊リン酸プレドニゾロンナトリウム 
【商】プレドネマ Predonema 日清キョーリン 
外用：液剤 1 本(60mL)中 20mg 
【禁】本剤の成分に対し過敏症の既往歴のある

患者 有効な抗菌剤の存在しない感染症・全身

の真菌症の患者，消化性潰瘍の患者，精神病の

患者，結核性疾患の患者，単純疱疹性角膜炎の

患者，後嚢白内障の患者，緑内障の患者，高血

圧症の患者，電解質異常のある患者，血栓症の

患者，最近行った内臓の手術創のある患者，急

性心筋梗塞を起こした患者 
【効】潰瘍性大腸炎，限局性腸炎 
【用】1 回 20mg を注腸投与(直腸内注入)する。 
【副】誘発感染症，感染症の増悪，続発性副腎

皮質機能不全，糖尿病，消化管潰瘍，消化管穿

孔，消化管出血，膵炎，精神変調，うつ状態，

痙攣，骨粗鬆症，骨頭無菌性壊死，ミオパシー，

緑内障，後嚢白内障，中心性漿液性網脈絡膜症，

多発性後極部網膜色素上皮症，血栓症，心筋梗

塞，脳梗塞，動脈瘤，アナフィラキシー様反応，

喘息発作 月経異常，下痢，悪心・嘔吐，胃痛，

胸やけ，腹部膨満感，口渇，食欲不振，食欲亢

進，多幸症，不眠，頭痛，めまい，筋肉痛，関

節痛，局所的刺激症状，満月様顔貌，野牛肩，

窒素負平衡，脂肪肝，浮腫，血圧上昇，低 K 性

アルカローシス，網膜障害，眼球突出，白血球

増多，ざ瘡，多毛，脱毛，色素沈着，皮下溢血，

紫斑，線条， 痒，発汗異常，顔面紅斑，創傷

治癒障害，皮膚菲薄化・脆弱化，脂肪織炎，発

熱，疲労感，ステロイド腎症，体重増加，精子

数及びその運動性の増減 
【妊】有益のみ 【授】授乳中止 
【小】慎重 
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平成 15 年 3 月 16 日新規登録薬品 

医薬品名（成分名） 規格・単位 薬品分類 会社名 

    
グリセチン V 錠（グリセオフルビン） 125mg/錠 白癬治療剤 日本化薬 

メプチン吸入液ユニット（塩酸プロカテロール） 30µg/0.3mL/個 気管支拡張剤 大塚 
    

 

＊グリセオフルビン Griseofulvin 
【商】グリセチン V Grisetin V 日本化薬 
内用：錠剤 1 錠中 125mg 
【禁】ポルフィリン症の患者，肝障害のある患

者，妊婦又は妊娠している可能性のある婦人，

本剤の成分に対して過敏症の既往歴のある患者 
【効】皮膚糸状菌による白癬・黄癬・渦状癬 
【用】成人には 1 日 250～500mg を 1～数回に分

割投与するが，症状によっては，最初 1 日

1,000mg を投与し，効果が現れれば 250～500mg
に減量する。小児には 1 日 125～250mg を 1～数

回に分割投与するが，1 日 375～500mg に増量し

てもよい。 
【副】Lyell 症候群，剥脱性皮膚炎，SLE 様症状，

精神錯乱，末梢神経炎，ポルフィリン症，肝機

能障害，黄疸 過敏症，血管浮腫，光線過敏症，

発疹，紅斑，蕁麻疹，色素沈着，顆粒球減少，

白血球増多，食欲不振，悪心・嘔吐，下痢，心

窩部痛，味覚異常，舌痛，口渇，めまい，頭痛，

頭重，眠気，不眠，耳鳴，抑うつ状態，視力障

害，蛋白尿，倦怠感，発熱，関節痛，女性型乳

房 
【妊】不可 【授】未確立，授乳回避 
 
＊塩酸プロカテロール Procaterol Hydrochloride 
【商】メプチン吸入液ユニット Meptin 大塚 
外用：吸入剤 1 個(0.3mL)中 30µg 
【禁】本剤の成分に対し過敏症の既往歴のある

患者 
【効】下記疾患の気道閉塞性障害に基づく諸症

状の緩解：気管支喘息，慢性気管支炎，肺気腫 
【用】成人には 1 回 30～50µg，小児には 1 回 10
～30µg を深呼吸をしながらネブライザーを用い

て吸入する。 
【副】ショック，アナフィラキシー様症状，血

清 K 値低下 動悸，頻脈，心電図異常，血圧上

昇，ほてり，上室性期外収縮，上室性頻拍，心

室性期外収縮，顔面蒼白，血圧低下，振戦，頭

痛・頭重感，筋痙直，手のしびれ感，めまい，

冷汗，眠気，神経過敏，嘔気・嘔吐，気管・咽

喉頭部異常感，鼻閉，呼吸困難，発疹， 痒感，

全身倦怠感，脱力感，聴覚異常，血小板減少，

一過性の血清 K 値低下 
【妊】未確立，有益のみ 【授】授乳回避 
【未・新・乳】未確立 
【貯】遮光 
 




